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I. 医学・医療関係

① 「認知症疾患診療ガイドライン2025（仮）」： 「認知症疾患診療ガイドライン2025（仮）」

[監修：日本神経学会（協力：日本神経治療学会、日本精神神経学会、日本認知症学会、日本老

年医学会、日本老年精神医学会）、編集：「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会]の作成

が2025年発刊に向け進捗中。

② 薬剤や検査の最適使用ガイドライン：厚労省等の委員会における各種ガイドラインの作成/改訂

に参画：「レカネマブ 最適使用推進ガイドライン」 、「ドナネマブ 最適使用推進ガイドライ

ン」（作成中）、「アミロイドPETイメージング剤の適正使用ガイドライン 改訂第３版」、

「認知症に関する脳脊髄液・血液バイオマーカー、APOE検査の適正使用指針 第２版」ほか
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③厚労省研究班等によって作成される各種認知症疾患の診断基準やガイドラインに関する審議、

改訂、承認作業

ほか

II. 社会、一般向け

①意見書作成・提出等：「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」における「認知症

施策推進基本計画」の策定にあたって日本神経学会から意見書を提出（2024年4月23日）

②市民講座の開催等：第65回日本神経学会学術大会・市民公開講座「脳疾患の最新知見」

（2024年6月2日）、ほか
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